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 イントロダクション（何の数字でしょう？） 
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日本作業療法士協会:作業療法士の養成教育,作業療法白書2015,日本作業療法士協会,東京,2017.  



 イントロダクション 

５８％ 

４２％ 

この結果が示すのは，入試による学生選抜の意味を失い，
多様な学生が入学することとなってしまっており， 

臨床実習においても様々な学生の対応に迫られてしまう 



 イントロダクション 

５８％ 

４２％ 

臨床実習の実施形態や指導者の条件も変わり， 
週４５時間という枠組みも明示されるようになった． 

 

主体となる実習生が効果的に実習を 
進めていく工夫をしていくことが大事になってくる 



実習生が主体的な学習者として成長するためにどのような工夫が
必要でしょうか？ 

 

近年人材育成にも活用されている 

“コンピテンシー”についてご紹介いたします 

 イントロダクション 



 コンピテンシーとは？ 

コンピテンシーは， 

ある職務や状況において，高い成果・ 
業績を生み出す特徴的な行動特性である 

ライル・M・スペンサー，スグネ・M・スペンサー 

ライル・M・スペンサー，スグネ・M・スペンサー著，梅津祐良他訳：コンピテンシー・マネジメントの展開
〔完訳版〕，pp11-19，生産性出版，2011．  



 コンピテンシーとは？ 

目に見える部分である 
「スキル，知識，態度」に対して 
 

目に見えない『動機，価値観，行動
特性，使命感』などの潜在的な部分
が大きく影響を与えるとした. 

スキル 

知識 
態度 

動機 

価値観 
行動特性 

使命 

見える部分（顕在） 

見えない部分（潜在） 
氷山モデル 







一人前の作業療法士になるためには，備えるべき知識，
技術だけではなく，それらに価値観や特性を含めた表
面に現れる実際の行動の可視化していく必要がある    
                （酒井ら；2016） 

 コンピテンシーと作業療法 

酒井ひとみ他：教育方法論ワークショップ「コンピテンシー」，作業療法教育研究，16：pp17-22，2016．  



 作業療法学生と職業的アイデンティティ 

作業療法学科の学生の職業的アイデンティティを高めるためには、
モデルの存在が有効ではなかった。 

 

職業的アイデンティティは「作業療法士」がどれだけ独自な存在で
あるかを確信していくことのみ影響する。 

作業療法ってすごい！と感じられることが大事 

藤井恭子他：医療系学生における職業的アイデンティティの分析，茨城県立医療大学紀要 (7) , p131-142, 2002. 



 CBFEーOTとは？ 

Competency-Based  Fieldwork Evaluation for 
                    Occupational Therapists 

カナダ作業療法協会の後援と承認を得て2002年
に発行された臨床実習の評価表である。 
 

これは「従来の実習評価が細々とした療法士の
スキルの羅列であり，療法士の本質的なコンピ
テンシーには触れていない」という実習指導者
や養成校教員の数多くの不満によって生み出さ
れた． 

Linda Miller，Helene J Polatajko, Mark Hartley , Ann Bossers ：Competency Based Fieldwork Evaluation for Occupational Therapy: Manual，
Delmar Pub，2002．  



 CBFEーOTのコンピテンシー 

コンピテンシー 内容 

１ 実践に関する知識 領域に特有の理論・技術に関する知識 

２ 
クリニカルリーズニング 

分析的・概念的思考，判断，意思決定及び問題
解決 

３ 実践の過程に変化を促すこと 評価，治療計画，治療実施，終了計画 

４ 
専門職としての関わり方と責任 

対象者及び同僚との人間関係，法的・倫理的な
実施基準 

５ 
意思の疎通 

言語的，非言語的，書面によるコミュニケー
ション 

６ 専門職としての成長 専門職への関わり，自発的な学習，説明責任 

７ 遂行の自己管理 時間及び資源の管理，リーダーシップ 



 採点方法 

0点 実習生として受け入れがたい 
1点 新入生 
： 
： 
8点 初心者の臨床家 
9点 例外的に優秀 
  
  10段階の評価尺度 



 採点方法 

直接的教育/
評価/FB 

コーチング 

コンサルティ
ング/助言 

：実習教育者の指導スタイル 



 学生の学習目標 

1．学習目標 2．学習の資源 3．証拠 4．基準 
 
あなたは実習
で何を学びた
い／発達させ
たいか？ 
自身のコンピ
テンシー水準
と本施設で可
能な機会を考
慮しなさい． 
  
  

 
あなたは学習目
標を達成するた
めに何を利用す
るか？ 
どこで情報を入
手するか？ 
具体的に述べ，
どのようにすれ
ば最良の学びが
できるか述べな
さい． 

 
学習目標を達成
したことをどの
ように立証する
か？ 
どのような証拠
を，いつ提示す
るか？ 
  
  
  
  

 
あなたは自分の
立証した証拠を
どのように評価
してほしいか？ 
誰によって？い
つ？評価の基準
はどのようなも
のか？ 
  
  



 グループワーク（ディスカッション） 

自身の実習の経験を振り返ってこ
ういう行動ができていた．また，
どのような行動ができたら良かっ
たでしょうか？ 
 

もしくはハイパフォーマーな実習
生を思い出して，どのような行動
ができていたでしょうか？ 

 
挙がった項目を各コンピテンシー
に割り振ってみましょう． 

コンピテンシー 内容 

１ 
実践に関する知識 

領域に特有の理論・技術に関
する知識 

２ 
クリニカルリーズニング 

分析的・概念的思考，判断，
意思決定及び問題解決 

３ 実践の過程に変化を促す
こと 

評価，治療計画，治療実施，
終了計画 

４ 専門職としての関わり方
と責任 

対象者及び同僚との人間関係，
法的・倫理的な実施基準 

５ 
意思の疎通 

言語的，非言語的，書面によ
るコミュニケーション 

６ 
専門職としての成長 

専門職への関わり，自発的な
学習，説明責任 

７ 
遂行の自己管理 

時間及び資源の管理，リー
ダーシップ 


